
令和５年度第１回香南市総合教育会議 

 

１．開催日時 令和５年１１月１０日（金） 午前１０時～ 

 

２．開催場所 本庁舎 ６階 会議室６０４・６０５ 

 

３．議題 

（１）「にじいろのまち宣言」と香南市における教育の今後について 

（２）外国人児童生徒等に対する取組について 

（３）夏休みのプール開放について 

（４）香南市学校等の規模適正化等について 

（５）その他 

 

４．出席委員 

  教育委員       百田 久範 

  教育委員       中元 啓惠 

  教育委員       森本 美穂 

  教育委員       亀川 孝志 

  教育長        入野 博 

  香南市長       濱田 豪太 

 

５．説明のため出席した者の職指名 

  教育次長       門脇佐代子 

  学校教育課長     小松 昌司 

  生涯学習課長     山崎 正博 

  こども課長      猪原 加江 

 

６．事務局職員の職氏名 

  総務課長       北村 浩司 

 

７．傍聴者  ４名 

 

８．議事の経過の概要 

  次のとおり。()内や※は補足等  



○北村総務課長 

ただ今より、令和５年度第１回香南市総合教育会議を始めさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。会に先立ちまして、市長の方よりご挨拶をお願いいたします。 

 

○濱田市長 

教育委員の皆さん、おはようございます。教育長はじめ委員の皆様にお集まりいただきまして誠

にありがとうございます。今年度の第１回の総合教育会議ということで、本来でしたら、もう少し

回数を自分自身としても重ねたいですし、お話したかったんですけど、今日に至ったことを、遅く

なりましたことをまずはお詫び申し上げたいと思います。 

香南市も様々な今の時代の流れの中で、特に市長部局として教育委員会に、なかなかお話をする

機会がございませんので、今日は教育委員の皆様と、今年度そしてこれからに向けて様々なことに

ついて、お話をできたらなと思いますのでよろしくお願いします。 

 

○北村総務課長 

よろしくお願いいたします。議事に入ります前に、初めての委員さんもおいでますので、教育委

員さんの方で簡単に自己紹介をお願いしたいと思います。 

 

○百田委員 

教育委員の百田久範と申します。７年目になります。どうぞよろしくお願いします。 

 

○中元委員 

 同じく教育委員を務めております、中元啓恵と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 

○亀川委員 

この４月から教育委員を務めさせていただいております、亀川孝志と申します。よろしくお願い

いたします。 

 

○森本委員 

去年度より２年目の教育委員の森本美穂です。よろしくお願いいたします。 

 

○入野教育長 

教育長の入野です。いつもお世話になっております。よろしくお願いします。 

 

○北村総務課長 

それでは議事に入らせていただきます。 

まず一つ目、にじいろのまち宣言と香南市における教育の今後についてということで、最初に市

長の方から。 

 

○濱田市長 

それでは、私からお話をさせていただきます。 



香南市は、皆様ご承知の通り令和４年１０月１１日に、香南市にじいろのまち宣言ということで

宣言をさせていただきました。これは多様な性を尊重し合うまちづくりということで、いわゆる性

的マイノリティの方の生きづらさや不安を軽減し、性的指向及び性自認を理由とするあらゆる差別

や偏見の解消、社会的な理解の促進につなげ、多様性が尊重された社会の実現を目指していくもの

です。香南市としましては、市民や企業と協働し、性に関するあらゆる差別や偏見をなくし、誰も

が自分らしく生き生きと安心して暮らせるにじいろのまちづくりということで、宣言をさせていた

だきました。 

その後も、令和５年、今年の３月から香南市パートナーシップ宣誓制度ということで、これは一

方または双方が性的マイノリティであるというお二人が、互いを人生のパートナーとして日常生活

において協力し合う関係であると宣誓したことを、市が証明する制度でありまして、これは全国的

にも広がっております。本来こういった問題は国がというところじゃないかなと私自身も思います

が、憲法の問題等で、なかなか国自身もこの結論といいますか、考えに至ってないのが現状だとい

うことで、とりあえず、自治体の中でこういった宣誓制度というのができておりましたので、香南

市も今年の３月にスタートさせていただいたところです。 

その後、ご承知の通り、いわゆるＬＧＢＴＱの方々に対する法律なんかも、国の方ではできてお

りますが、これは何と申しますか、デリケートな、そしてまた考え方が人それぞれ違う中でスター

トしましたもので、国の方ではその成立過程において、様々な議論があったのはご承知の通りだと

思います。 

本市としましても、実際にじゃあどうしているのかと言いますと、令和元年からになりますが、

人権フェスティバルの講演だったり、職員に向けた研修、広報誌による啓発、例えば令和３年３月

にはＬＧＢＴとは何かということで広報を出させていただきましたし、令和３年度も、令和３年４

月、５月、６月とそして１２月に広報誌において、この一連の啓発というものもさせていただいて、

令和４年１月にはいきいきセミナーで、東京レインボープライドの代表の方にもお話をしていただ

いて、令和４年２月には、支援団体であるソーシャルアライコナツハットＳＡＷＡＣＨ
サ ワ チ

！という

方々と、意見交換、オンラインでしたけれど私も参加をさせていただきました。 

その後も、令和４年度も広報誌による啓発であったり、今度は企業の方々向けの研修をさせてい

ただいて、この性的マイノリティの方々のおかれている現状であったり、その当事者の声も踏まえ

た形を進めておるのが現状でございます。 

その中で、私が今回この総合教育会議でお話をさせていただきたいのは、これまでの取り組みと

いうのは市長部局でありますから、いわゆる成人の方々に対して市としてできることをお話させて

いただきました。 

しかしこの問題について、私は県議会議員の時から非常に関心といいますか、当事者の方々とも

お会いしたりして、お話を聞いている中において、この性的自認の部分で非常に悩みといいますか、

生きづらさというものに繋がる、その被害というと言い方が悪いのかもしれませんが、その中で悩

み、そしてまた苦しまれているのは子どもたちではないかというふうに私自身は考えておりますし、

実際問題として、保護者の方からそういったお話も聞いたりしています。 

統計によりますと、様々なデータの中でも大体８％ぐらいから１０％ぐらいの方が、いわゆる性

的マイノリティのこの指向というものを、心の中のどこかでお持ちだというデータなんかも出てお

ります。これはＡＢ型の方と同じぐらいの割合だというふうに承知していますし、そういったこと



がある中において、今年の６月議会だったと思いますが、議会でもその中で一体何ができるのかと

いうことにおきまして、例えば、現在、香南市の小学校においては、夜須小学校だけが制服があり

ますが、中学校になりますと、いわゆる男女が別の制服を着ているのが現状であります。男性はズ

ボン、女性はスカートということでありますが。その中で、この性的自認というものが、その児童

生徒が考えたり、あれ？と思うところの中において、中学校に行く段階、それまでは、ほとんどと

いうと語弊があるかもしれませんが、児童はズボンをはいて登校されていると思います。その中で

中学校に行く段階において、いわば女子生徒はスカートをはき、男子生徒はズボンをはくというこ

とがあります。 

それについて香南市として、私としては、そこにもう一つの選択肢として、どちらでもそれぞれ

個人がはきたいものをはけるという状況を作れないものかというふうに考えていますし、そういっ

たことにつきまして、教育長はじめ教育委員の皆様と、今回お話ができればなと思います。 

当然、性的自認の部分だけではなく、私は普段市役所に通うときに、野市中学校の下を通ります

ので、野市中の生徒を見ますし、当然他の学校の生徒も見ます。これから冬場にかけては非常に寒

くなりますので、スカートをはくと寒い。女子生徒の中でスカートの中にジャージを着ておる生徒

さんもおるというふうに承知しています。また、自転車なんかもロードバイクといいますか、なか

なか長いスカートをはいて乗ると、やや危険があるのでは、絡まって事故になるんじゃないかなと

いうこともあわせて、ズボンをはくという選択肢を、これは選択肢ですから、どちらを強制するわ

けでもなく、それはご家族を含めて話せばいいんじゃないかというふうに思います。 

例えば、この間もある保護者と話をしていまして、女子生徒と男子生徒の髪型、例えば、私なん

かはツーブロックという髪型にしていますが、それが駄目だとか、髪の色を染める染めないなんて

のもあります。そういった問題につきましては、生徒児童の間で話すということで変えていくとい

うことだと思いますけど、この問題については、私としては選択肢を増やしていくということで、

特段、それ自体について、自分としては生徒からのボトムアップじゃありませんけど、その中でと

いうのが、いわば本来でしたらそういったことを考える機会というのが学校にあって、もうこの際

ちょっと全部言わせていただきますが、自分たちで考えて、その中で手を上げるということが望ま

しいのかもしれませんが、この問題につきまして、私は当事者の方々とのお話の中で、これを仮に

児童生徒から上がってくると、カミングアウトをしていないということであっても、その生徒その

生徒会自体が、そういった間違ったこの見方をされるというふうなことがあっては元も子もないわ

けであって、それをやめようという中において、これは議会でも私は答弁させていただきましたけ

ど、ここの場でもありますし、例えば市長の私から、強く要望があったということにしていただい

ても結構です。どちらかというと、その選択肢を自由に選べるという中で、大人という表現が適切

かわかりませんけど、大人の方から、どちらでも選べますよというのを提示してあげる方が、私と

してはいいのじゃないかなと思いまして。今日、それにつきまして、教育委員の皆様のお声を聞か

していただきたいと思いました。ちょっと長くなりました。まずは私からの意見でございます。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

市長の方から提起もあったところでございますが、それぞれの委員さんの方からご意見をいただ

けたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 



○亀川委員 

この問題は去年の１０月ぐらいに、香美市のある中学校でズボンが導入されたという新聞記事が

出て、結構大きな話題になって。それ以前にもそういう動きというのは、高校なんかからも出てま

したし、できるだけそういう方向に行くべきだろうという認識を持ちながら、さて、そしたらどう

いうふうな進め方をしていったらいいものかなということで。カミングアウトという話が先ほど市

長さんの方から出されてましたけれども、そこの部分も含めて、制服だけに終始するんじゃなくて、

生徒たちに自分の性が生物学的に男女だけじゃなくて、いろんな性の認識をしている人たちがいる

んだよというところから含めて、３０人クラスで見れば２、３人ぐらいの割合で、さっきＡＢ型の

話がありましたけども、それに近いぐらいの人数がいるんだよというところから始めて、そういう

男女以外の認識の人たちが苦しんでいる中で、自分たちに何ができるのかといったところ。そうい

う人たちが苦しまない社会を一緒に作っていかなければいけないというふうな、そういう認識も含

めて、制服から始まって、最終的にはそういうところまで子どもたちの認識を高めていって、性の

多様性をきちっと受容できる、お互いに尊重できるというような教育を作り上げなければならない

というふうなビジョンは持ちながら、実際にそしたらどこから手をつけたらいいのかなというとこ

ろで、昨年退職をしたんですけども。あまり、子どもたちからそういう要求が出ているというのは

聞きませんし、そういう動きはあるけども、具体的にそしたら、どうしていくのかというところま

で、まだ進んできていないのが現状かなと。 

子どもたちの意識も、生徒会の女生徒に、そういう女生徒の制服のズボンについてどう思う？と

投げかけたことがあるんですけども、答えがすごく自分にしたら意外な答えでした。その女生徒の

言うには、「ますますズボンをはく機会が少なくなると私は思う」というので、ああ、そうきたかと

いうふうに自分は思って。ただそれも正直なところだろうし、そういう子どもたちがいれば、それ

から苦しんでる子どもたちもいる。子どもたちも、それぞれ違うというのが実態だろうなと。 

ただ、さっきも出ましたけども、生徒会の動きを待っていては、なかなか出てこないだろうな、

教員からの仕掛けをどう作っていくのかというところを、きちんとしたＬＧＢＴＱの学習もしなが

ら、理論的なところなんかも含めて、認識をきちっと子どもたちに持たせながら、そして教師が指

導しながらという部分も含めて、できるだけ早くそういうふうな条件整備というのはまずは必要な

のかというふうに思います。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。他に。 

 

○森本委員 

私も亀川委員と意見としては同じですけれども、制服のことと含めて、子どもたちの教育という

ところを同時に進めなければという、皆さんが認識でもですね、制服に関しましては私個人の意見

としましては、市長がおっしゃるように、もうすでに１０％弱のお子さんたちがおられるという前

提で考えますと、髪のゴムを何色にしたらいいかとかいうこととはちょっと違うのではないかと。

そういう実際にスカートを履かなければいけない男の子がいたとして、そこがしんどい。それはも

うかなり理解ができると思います。 



そうした人がずっとそういう生活を強いられているということを考えると、選択肢として、もう

絶対こっちじゃないと駄目だよではなく、制服のバラエティを増やすという方向性は、市として考

えてあげたほうがいいんじゃないかなというのは私の意見です。制度に関しましては。 

それと教育の面に関しましては、中学生ぐらいにならないと、この問題はわからないだろうとか、

そういう視点ではなく、実は子どもの方が中学生・高校生になると、例えばこういった問題とかも、

多様性とかＬＧＢＴＱに関して詳しかったりするので、実は認識が追いついていないのは先生たち

ではないかなという。子どもから聞く話ですけれども。もうテレビにいろんなタレントさんが出ら

れているし、ＹｏｕＴｕｂｅでいろいろ発信されるし、子どもたちは実は知っている。 

そして、学校教育としては、できれば保育園、学校、グループで活動する場面で、いきなりこの

中学生のような教育というわけではなくて、そういった世の中にいろんな人がいるんだよという多

様性みたいなところを、もう今の時代ですので、多分プロの方たちがおられて、高知にもそういっ

た話をされる方もいるし、あるいは難しかったらそういう小さい子への教育というのはどういうふ

うにするかという、東京や都会ではたくさんそういう活動されてると思うので、オンラインでつな

げて話を小さい子向けに聞くとかでもいいですし、そういった段階を経て、ちょっとずつ、その話

を教師も一緒に聞く。勉強というか、理解していくということが大事かなと思います。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございます。百田委員、どうぞ。 

 

○百田委員 

市長から直接、この宣言の内容に関して、お聞きするのは初めてでした。自分の友達関係等にお

聞きしても、３分の１ぐらいは全然まだ知らない。聞いたことはある、なんの宣言か内容はわから

んという方がまだほとんどで、これからそれを周知していくのに、どこが中心となるか。各課横断

的にまたがっていることだとは思いますけれども。じゃあ市長が、人権課が先きってやれ、北村総

務課長にやれと言うのか、教育長に言うのか、その辺がどういうふうに今後進めていくかがわから

ない点が、一点。 

特に多様性とか、基本的な人権の尊重、そして２１世紀は互敬、お互いを尊敬し合う時代とも言

われていますんで、そういったことも含めて、個人個人が個人を尊重する、団体を尊重する、地方

を尊重する、国を尊重するというような、大きな面もあるんじゃないかなと。 

あと、２年か３年ぐらい前の香我美中学校の人権の発表会で、なんで女性はセーラー服で男性は

五つボタンの学生服かという話も出ていました。そんな中でどういうふうに後を学校がフォローし

ていったか、まだよく知っておりませんけれども。 

制服というか、自由度というお話もありましたんで、ポロシャツとかいろいろ聞いて、ポロシャ

ツにしても色の濃い、下着のラインが見えないようなものとか、いろんなそういったことも気づか

いながらやっているんじゃないかなと思いますし。 

それと今、市Ｐの活動がどれぐらいできているかわかりませんけれども、市Ｐなり単Ｐ、保護者

も含めての、説明なり意見の集約等もしていく必要があるんじゃないかなと思いました。まだまだ

これから周知徹底していくには時間がかかるんじゃないかなと思いました。 

あと、そういったＬＧＢＴＱを含めて、施設の改修、学校も含め公的な機関の施設の改修等も当

然必要にはなろうと思いますので、その辺も考慮しながら進めていくべきではないかなと思います。 



 

○中元委員 

よろしいでしょうか。 

委員のご意見も聞いていて思ったんですが、この性的マイノリティのことについては、本当に若

い世代の人たちの方が実はよく知っていて、年代によって理解度が全然違うというのは、すごく思

うところなんですけれども。 

まず一つ、制服という部分については、やはり子どもたちの中に、選べる、自分で選択すること

ができるということは、とても重要なことだと思うので、生活の場面で考えても、スカートよりも

ズボンの方が安全だったりする場合もあるだろうと思います。 

制服だけにとらわれず、例えば体操服であったり、夏の授業中のプールの水着のことであったり、

そういった部分も含めて、学校生活をしていく上で必要なウエア、ユニフォームというものが、男

子だから女子だからという性別によった固定的な考え方ではなく、自分が何を選ぶのかということ

をできるようにしてあげることが、やはり一つ、多様な性という部分を考えたときに、必要じゃな

いかなというのは私も思うところです。 

教育の部分で考えてみると、今は結構若い年代の方のほうが、ＬＧＢＴＱ ＋
プラス

というものについ

ては理解していたり知っていたり。そして、もしかすると自分がそうかもしれないということを思

い始める。小中学生とかになってくると、何となく自分がそう思うようになってくるという気づき

の部分かもしれませんので、理解を深めるとともに、もしその子どもたちが、ひょっと自分が（そ

うかもしれない）と思ったときに、どこか相談ができたり、悩みを打ち明けられたりという部分も一

つ必要かな。 

今、カミングアウトされてる皆さんのお話とかを聞いてると、随分悩んだ、随分つらい思いをし

た、でも、誰にも言えなかった。友達にも言えないし、両親や保護者の方にも言えないし、自分の

中だけですごく悩みを持っていて、長い時間それを過ごしたという方のお話をたくさん聞くので、

それから思うと、例えば、不登校になってしまっている子どもたちの、掘り下げていくと、そうい

うところが根っこにあるのかもわからないけれど、なかなかそれは信頼できる先生にも打ち明けに

くいことでと、結構、センシティブな部分、繊細な部分だと思うので、そういったところもまた、

子どもたちが相談できる、打ち明けられるというところが、どこかしっかりしたものが一つあると

いうのが、今現在、葛藤がある子どもたちに対して一番してあげられることなのかもわからないな

というのをちょっと感じたので。制服だけのことではなく、周知していく、皆さんに多様な性につ

いて理解を深めるという教育の部分だけではなく、やはり今しんどくなっているかもしれない子ど

もたちを、どうやったら力になってあげられるかということも、一つ、考えていく必要があるので

はないかなと思っています。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。学校教育課長、その相談の体制というか、どんな現状でしょうか。 

 

○小松学校教育課長 

悩み相談のはがき※１とか、今はＬＩＮＥでも相談できる、人権関係の方とかのほうに、プライバ

シーのことを相談できるようになっています。誰にもわからないようにはがきで送れる、ＳＯＳの



ポストみたいなものがありますし、そこが、最近はＬＩＮＥでもできますよというようなことも出

ております。小さなカードみたいなもの※２を皆さんに、一つは、配るというようなこともあります。

先ほどからありますようにアウティングでいうと、相談されたことを簡単に伝えるということがな

いように、そこは本当に教職員を含めての研修も必要ですし、そういうところは大事だと思います

ね。 

※１：子どもの人権ＳＯＳミニレター   ※２：子どものＳＯＳカード 

 

○濱田市長 

高知県でもそういう性的マイノリティの児童生徒の相談の、学校教育課長が言ったのがあるんじ

ゃないかなと。ちょっと正確にはあれですけど。今そういった厚生労働省か内閣府かのどちらかに

も割とあるんですけど、それがあるということを、やはり生徒にもっと周知をしていかないといけ

ないですよね。そこが大事なのかなという。本当に、すぐはなかなか、相談窓口を作る、じゃあど

の専門家にとなるんですけども。今あるものをまず周知をしていくということは最優先でやって、

それと同時にやはり、先ほど中元委員がおっしゃった通り、そのことがきっかけの一つとなって、

例えば不登校になったり、引きこもり状態になったりとか、そういったこともあるんじゃないかな

と思いますので、どうやってそういった子たちのＳＯＳをキャッチできるか。 

あとはアウティング、大学でかつてアウティングによって自殺をされたという事件がありました

しね。そういうのがある。そこは本当に我々大人の側の方が、実際、現実についていけていないよ

うな気もしますし、その理解がどうしても、特に４０代以上の方なんかは、なかなか分かるようで

分かってなかったりするのは、先ほども百田委員の話もありましたけど、きちんと市として性的マ

イノリティというのは、どういった方々でどういう現状があるかというのを、どうやって啓発して

いくかというのが大事だと思います。 

あと、施設等については、公共施設のマネジメントを今年度から始めましたので、これからいろ

んな意味で施設が大きく変わっていく、今まさにスタートラインに立ちましたので、その新たに何

かが変わる段階において、例えばいわゆる多目的という、その中のジェンダーレストイレなんての

もよく報道でありましたが、結局あれは行き過ぎたといいますか、それ自体が注目されすぎてとい

うか、いわゆる一種悪用というとあれですけど、様々な事象が重なって、歌舞伎町タワーの中のど

ちらも使えるトイレというものが結局廃止になったと、かえって危険度が増したというか、それ自

体がそういうものというふうな悪いインフォメーションが広まりすぎたというのもあるので、そこ

の施設であったり、ハードの面については少し慎重に、そしてまたきちんとした専門的な視点で進

めなければならないのかなというのは思いますので、すぐにどうこうというのはできないというの

はあります。 

ただ、本当に先ほど中元委員の言ったように、例えば、小学生のプールの時間はもうほとんどみ

んな長袖といいますか、全身タイツというような恰好で、そしてまた黒色でなかったり、それは太

陽の日差しがきついというのであって、いわゆる従来の男の子、女の子というふうな形でのスイム

ウエアというのは着ていないのがほぼほぼ現状ですから。やはり、そういったことで現場というの

は常にそれに合わせて進化している中において、高校生になると、先ほどの亀川委員のお話があり

ましたし、その中で問題意識を生徒会なりが取り上げて、また、生徒の中で取り上げて、それにつ

いて考えて行動を起こすというのはすごく大きなことだと思うんですけど、なかなか中学生の段階

においてそれができるのかというと、様々なそのご家族の考え方の中で育ってくると、また違う。



先ほど、意外な答えがあったというふうなお話がありましたけど、果たして私が自分の子どもと話

して、どういうふうな答えが出てくるのかというのもあまり想像もできませんし。本当に、その中

において、市としてそれを示してあげるというか、そのメニューというのを提供してあげるという

ことが、私としてはより負荷がかからないというふうな思いがあるので、こうして取り上げさせて

いただきました。 

あと、今年に入って、野市中だと思いますが、いわゆる当事者の方をお呼びしての授業があった

というふうに聞いておりますが、そこのところ、課長、なにかお話ありますか？ 

 

○小松学校教育課長 

そういうＬＧＢＴＱの講演というのも、各学校がどんどん増えてきている現状があると思います。

そこは子どもも含めて、教員の方もそういうことで進んでいくと考えております。 

 

○濱田市長 

なるほど。 

 

○入野教育長 

なかなか学校とも、研修も進めながらですけど、最終的に世の中が全体に変わっていかないかん

ところも大きいので、非常に難しいところではないかというふうに。ただ、現状としてそうやって

悩まれたり、苦しんだりしてる方がおいでる可能性が高いですので、こういう方たちのケアの部分

をしっかりどうやってやっていくか。相談のしやすいような体制をやりながら、合わせてまわりを

変えていく、並行してやっていかんと。直ちに世の中、変えれたら簡単ですけども、そこは非常に

難しいと思います。 

高知県の人権教育課がやった児童生徒へのアンケートなんかで言うと、相談しやすいのは一番が

親で、２番が友達で、３番が先生という形になっておるんですけど、先生方ももう少し相談をしや

すいようなことを進めていかないかんなと思いました。 

それから、制服のことも出てましたけども、香南市内の中学校でも、どちらでもはけるというよ

うなシステムにしている学校もありますけども。これは亀川委員が言われたように、そういう制度

にしてもはきにくいということがある。これは結局、はくということは、単に動きやすいからはい

てるという解釈をしてくれたら全然問題ないんですけども、周りはそう見るかな？と心配が大きい

というのは、そういうことがあるという、今の社会なんだろうというふうに思います。 

ある校長先生とも雑談みたいな形で、いろいろどうやってやっていこうかと話をすることもある

んですけども。香南市内でも昨年度から、一部の学校でこの制服のことについても、実際に取り組

みを進めていきたいという方もおいでました。これも、スカートかズボンか、あるいは自由に選択

するというような形じゃなくて、先ほど言ったような問題がありますよね。例えば、ユニセックス

型のような、どっちが着ても着れるような、そういうタイプのものが良いやないかとか。ただそう

なると制服そのものを全部変えないかんので、家庭のいろんなことも含めてやっていかないかんな

とか、あるいはもうそれやるやったら市内全部で変えたら、どっかに頼んだら大量の発注によって

単価が下げれて非常にリーズナブルなこういう改革ができないかとか、そんな話もしたことがござ

いますが、そんなことも含めて制服については、今後いろんな形で見直しを進めていかんといかん

かなというふうに思ってます。 



中元委員が言われたように、自分のそういう今の社会の中で非常に苦しいものに気づく年齢とい

うのは、人権教育に長けた方から聞くと、子どもによっては就学前から気づく子どもさんがおられ

るということですので。やはりそうしたことを考えたら、小さいときからそういう多様性、今は社

会全体が２択なんですよね。男か女かみたいな。すべての場面が。だからこれも考え方を変えてい

って、そうしたところが小さい子どもさんにとっても男性か女性かみたいな、形式的な言い方では

ないようなこと、じゃあどんなに進めていくかということも、進めていかないかんかなというよう

に思います。 

先生方も言われるように、研修はどんどんやっていますけども、大体こういう人権問題というの

は、知識はあっても一番大事なところは、意識とか感性の部分なんですよね。そこが、どう先生方

が育つかということだと思います。おそらくＬＧＢＴＱという言葉を聞いたことがないという先生

は、多分、もう今年ぐらいにはおらんとは思うんですけどね。そしたら果たして、その知識として

知っている方が、意識としてそういうものをしっかり考えられるのかどうかというのは、これ甚だ

疑問であって。ここをしっかり意識として、ほかの人権課題もそうですけども、そうしたところを

いかに先生方に浸透していって、本当にそういうのが社会の大きな問題やというところを感じられ

るような感性を持った方に、やはりなっていってもらえないかなというふうに。 

今後も教育委員会としても、そういうものをどういうふうに先生方に醸成していくかとかいうよ

うなことが大事なところで。やはり保育からやらないかん、保幼小中からやらないかんというふう

には感じているところです。自分が今感じるそのようなところを、今、お話を聞いていて思いまし

た。 

 

○濱田市長 

ありがとうございました。 

本当にこれはいろいろ議論も必要ですけど、私はもう１日でも早くと、当事者の子にとっては本

当に悩んで、いつ学校へ行きたくなくなるかというのがわからないので。議論というか、教育委員

会、教育委員会の担当の方々、学校も含めて、スピード感を持って研究、検討を前向きにしてもら

えたらなと思います。そこは我々が責任を持って対応してもらえたらなと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

 

○森本委員 

すみません、一つだけお願いしてもいいですか。話がまとまった中ですけど、一つだけ。 

先ほどの、野市中で当事者の方の話を聞く会があったということを今お聞きしましたけれども、

それで思ったんですけれども、ぜひどこの学校でも当事者の人に、直接会うのが難しければオンラ

インでも、そういったお話を聞けて、さらにその方が活動されている方であれば連絡先なんかが出

ていると思うので、そういった方に相談がメールで送れるとか。私が想像するに、１回の人生の中

で、当事者の人に会ったことがない人がたくさんいると思うんです。皆、わからないようにしてい

たりして、そういう大人にも会ったことがない。東京とかですと人数も多いんですけれども、そう

いった子が、人生の中で初めて当事者のこういう人がいる、そしてこういうふうな生き方があると



いう、人生の中での先行きですかね。私もこういうふうに発展していけるというか、生きていける

という道を、知れるような、そういった機会をぜひ作っていただきたいと思います。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。その通りだと思います。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

それでは、もうこの１の議事につきましては。 

 

○山崎生涯学習課長 

すみません。 

 

○北村総務課長 

どうぞ。 

 

○山崎生涯学習課長 

先ほど市長の方からもお話がありました、職員の研修としては、総務課や人権課が中心となって、

ＬＧＢＴＱ＋
プラス

の話については、研修を受け続けております。生涯学習課としましても、人権課とと

もに年に一度セミナーがありまして、セミナーの中で、ここ数年ＬＧＢＴＱ ＋
プラス

の方をお呼びして、

研修を広めております。令和４年１月２２日だったと思います、株式会社ニューキャンバスの杉山

文野さんという当事者の方が来られて、ご講演いただきました。 

その時に言われたのが、中学校の先生方に話を聞いてもらいたかったと。中学の生徒さんと一緒

に話し合って、意見を深めていきたかったという意見をいただきました。それからすぐに赤岡地区

の先生方が呼びたいという話があり、金額面がなかなか合わなかったということもありましたがＰ

ＴＡと一緒にやればという話で、広めていきたいという話がありました。この時、杉山先生が言わ

れたのが、中学校ぐらいから悩みや葛藤がある、小学校ぐらいの頃は、疑問はあるけど、ふわっと

した疑問だった。中学校になった瞬間に、ここは私の居場所じゃないとかいう具体的なものが、自

分の自我が生まれてきて、言葉が生まれてくるというふうに言われてました。ですから、当事者で

ある私が話をすると、悩んでいる方とか、違うことで悩んでいることも含めて、すごく涙が溢れて

くるような子たちも増えてくると。ですから、できる限り中学校に入ったら、当事者を迎えた研修

をどんどん広げてもらいたいと、もういつでも来てくれるという話もありました。 

それと高知県内にも、当事者の方はたくさんおられまして、香南市にもいらっしゃいます。です

から、本人から意見を聞くということは、いくらでもできるような時代になってきているので、ぜ

ひそれをお願いしたいということと、（スクリーンの）画面です、市長が今言われました、歌舞伎町

の話です。（以降スクリーンに写真を写しながら説明） 

ジェンダーレストイレということを歌舞伎町のタワーで、すごいことをされたんです。歌舞伎町

に、男女用のトイレと真ん中にジェンダーレスというか、みんなのトイレをドーンと広めました。



どういう形かというと、（スクリーンの画面を指して）こういう部屋ができます。真ん中にトイレがこ

れ、誰でも使っていいですよというトイレがこういう形で整備されてます。ですが、４ヶ月でもう

これは改修されました。というのが、今、市長が言われたように、使い方が間違ったというか、間

違った使い方をされてる方がいたみたいなので、文句というか、反発が相当出たということで、４

ヶ月で廃止をしたというふうになってます。 

ただこれもすごいことだったんです。自分たちから見たら、ジェンダーレスのことを考えたトイ

レを、誰でもトイレという形で今は一つありますけれども、実際、誰でもトイレというところはジ

ェンダーレスの人は使えないんですよ。使ってしまうと、出ていく瞬間に、例えば高齢者が待って

いたり、障害者がいた場合に、何であなたがそこに入りゆうが？というふうに見られることも怖い

とかいうことで、トイレがどちらに行っていいかわからないというふうに、本当に悩んでいるとい

うことは当事者からよく私は聞きます。こういうことをやられたことがすごかったですし、これで

反発を生んだこともすごいことなんです。こういうことでまた悩みながら、どういうことが最適な

方法なのかということで、これ問題提起になったというふうに僕は思っています。 

もう１点が、生涯学習課の報告としましては、令和４年にふれあいセンターのトイレを改修しま

した。洋便器化という形で１６のトイレを洋便器化したんですけども。そのときに、公民館の運営

委員さんに、もう全部男子トイレの小便器をやめませんかという話をしました。なぜかというと、

今の新築で建てられてるお宅には、この小便器はないんですよと。お家にないんです。今、保育園

なんかも、トイレの仕方を教えないとわからない子がいるということですから、これからふれあい

センターとか公共の施設というものは、もうこの小便器はやめて、全部、洋便器の蓋があるような

個室のような形にしたらどうだろうかという提案をさせてもらいました。 

そしたら、半分の委員さん、女性の委員さんはこういう時代が来てるのかなという話があって、

賛成もありましたけども、公民館の運営委員さんは高齢の方もいらっしゃいまして、やはりある一

定残してもらいたいという話が。けれど話の中では、やはりこういう時代が来たねということで、

今度の改修をする時には、もう男子用の小便器という話はいらないかもしれないねというふうにな

りました。（スクリーンの画面を指して）衝立があると思います。こんな高く深い衝立は、今まではな

かったです。これは配慮です。トイレをする時の配慮。横に立ったら、誰がいるかもわかりません。

これ市役所のトイレよりももっと深いです。ここまでやろうという話を皆さんでして、ちょっと意

識を変えていくというところを、私たちから進めていかないといけないということと、学校のトイ

レにつきましても、先進の学校はこの小便器がないところもあります。ですから、取り組みとして

いろんなことが出てくると思います。することによって反発もたくさん出てくると思いますけども、

まずはしてみると。やってみるということがまず大事だというふうに感じております。 

生涯学習課でも報告をということだったので、今の状況の報告をさせていただきたいなというふ

うに思います。以上です。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。 

本当に、様々、時代によって変化していますので。それをただ、余りにも急激にすると反発もあ

ると思うんですけど、やはりできるところから、そうやって示していくというか、すごく大事なこ

とだと思いますし。引き続き、これから公共施設等マネジメントの中でいろんなこと、そういうチ

ャレンジ、チャレンジというと変ですけどね、そういうことをしていくことが大事だと思いますし。 



あと当事者の方の声というのは、私の耳にも、実際届いているのがやはり子どもと保護者、保護

者も割と意識が高い人が多くて、あと学校の先生方。逆に言うと生徒と保護者から学校の先生がす

ごく見られてるということを、課長、また、それぞれお伝えいただければと思います。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。それでは、この１番目の議事につきましては以上としたいとさせてい

ただきます。 

次に２番に移ります。 

 

○山崎生涯学習課長 

事前にお渡ししている資料の中で、話を進めていくと同時に、資料と並行した写真もありまして、

そのことについても報告をさせていただきたいと思います。 

生涯学習課から「にほんごサロン」について、議事は外国人児童生徒等に対する取り組みという

形なんですけれども、まず生涯学習課がなぜ外国人の問題ということで取り組まなければならない

かということを、最初にお話をさせていただいた上で、協議に入っていただきたいと思います。 

まず、令和３年の時です。外国人問題という形でとらえていましたけれども、もともとは高知県

国際交流課から外国人の交流みたいな形で事業を開催してもらいたいということで、香南市に話が

きまして、多様性を認め合うということで、研修会を行うとか外国人の居場所とかいう言葉を使い

ながら、どっちかというと、プラス面の話し合いをするということの研修会を開催したいというこ

とだったんですけども、私たち生涯学習課が今考えていることとは少し違っておりました。 

生涯学習課の人権教育係が取り組もうと思っていたのは、外国人の方々が、今、お家にいてなか

なかお家から出てこられない方がいらっしゃるということを事前に把握しておりましたので、その

方々の居場所づくりということで何かできることはないかということを、事前に話し合いをしてい

た時に、その国際交流課という話があったのでということになります。 

香南市には、外国人の方が直近では４２２名でいらっしゃいます。４２２名のうち、就労で来ら

れてる方が２４９名いらっしゃいまして、資料の５枚目です。４２２名の方がいらっしゃいますが、

その中の技能実習１号から技能というところまでの数字を足しますと、２４９名の方がいます。 

ただ、今日本に住んでいる方で、家族の方も滞在されていて、日本語が全くしゃべれないお母様

とか、お父様は仕事の関係でこられていてお母様が孤立してお家におられる方もいらっしゃって、

子どもは学校に通っておりますのである程度日本語がわかっていくと。そういう方々が何か困りご

とはないかということで、まず、そういう方々を集めていこうということで、令和３年に事業を開

催し、当時は３２４名の方が香南市におられましたので、その方にアンケート調査をしました。ど

ういう困りごとがありますか、困りごとで何かお答えくださいということで、その中でやはり日本

語を学びたいとか、もうちょっと人と関わりたいということもたくさん書かれていたので、そした

ら、香南市でもにほんごサロン的なことを開催しましょうということで、資料１枚目になります。

サロンを開催ということとなりました。 

サロンを開催するにあたっても、イメージ的には英語がしゃべれる方を集めていかなければなら

ないのかというふうに思っていたんですけども、県の国際交流課の方と話をしますと、日本語をき

ちんとしゃべれる方が必要でした。日本語を学びたいという方もたくさんおられるので、私たちが

日頃から話してる日本語というのは略語の日本語なので、きちんとした小学生の低学年に教えられ



るような日本語という形を事前に研修していただいて、日本語をしっかり教えられるような方を増

やしていこうということで、令和４年７月に日本語ボランティア養成講座というものを実施しまし

て、香南市外からもたくさんの方が来られて、ここできちんとした日本語を学んで、外国の方々と

の学び合いをしたいという方が本当にたくさんおられました。 

今までもその方々を中心に、にほんごサロンというものを月に一回、令和４年１０月からスター

トしまして、現在も月に一回、第２金曜日に、ふれあいセンターで６時半から８時まで開催してお

ります。 

その中で、たくさんの方が外国の方もこられましたけども、今どちらかというと外国の方が少な

くなりまして、日本語を教えてくれる、外国人と一緒に学びたいという方がだいぶ増えてきており

ます。人数の実績が資料７枚目のこうなんにほんごサロン実績一覧になります。 

１０月２３日にスタートしまして、外国人の方が増えたり減ったりしていますが、それは先ほど

言ったように就労の方がおられまして、帰られる方がだいぶいます。せっかく１年間で友達になっ

ても、という形で帰られる方がいるということで、なかなか生徒同士でも交流が難しい時もありま

す。今、第２期という形で、企業を回らせていただいて新しい方の掘り起こしをしております。外

国人の雇用実態のヒアリングという形で、雇用されている方々の会社を回りまして、外国人の困り

事はないですかとか、会社経営者として何か困りごとがあってお助けできることはありませんかと

いうことも含めて、ヒアリングをさせていただいております。そのこともありまして、外国人の方

が直近の１０月１３日は１０名とちょっと増えてきております。足を運んでいろんな方々と交流し

ながら、徐々に増やしていくということを実施しております。 

やはり外国の方ですから文化を学びたいということで、最近ではよさこいの衣装を着せて正調踊

りを踊ってみたり、日本の文化ということで料理を作ってみたりということもし、そういうことを

すると、皆さんどんどん集まってきます。最終的に私たちがやりたかったのは、その外国人の方々

の居場所としてふれあいセンターだけじゃなくて、地域の公民館に集まって、地域の方々との交流

を広めていきたいということが、最終目標にあるんですけども、今その前段に来ているということ

になります。 

日本の人口に対する割合でいきますと、香南市だと８００人ぐらいの方が外国人として増える割

合になるようです。今は４００人ということですが、昨年に比べて１００名増えてます。急激に増

えている状態なので、こういう外国人が増えてくる町ということは、外国人の多様性を認め合うよ

うな町というふうに認めていただけるとなりますと、いろんな話が出てきて、標示の問題とかも皆

さんからも出ています。インドネシアの方が多くなってきているので、やはりそのインドネシア語

も出たらいいとか、いろんな国に対応できるような看板なんかも作ってもらいたいという話も出て

きていますし。今後これは人権問題ということも含めてなんですけども、外国人の方が日常的に増

えていって普通に生活ができるような体制というのは、どういうことができるだろうかということ

を、もう少し深く考えていく必要があるかなというふうに考えております。 

永住者の方も大分増えてきたんです。永住者の方々が高知県香南市がいいという理由もたくさん

お伺いしていますけれども、その方々が中心に、この地域に根づいてもらう方法は何かということ

も皆さんに伝えていくやり方ということも必要だと思います。 

私たちの人権教育という観点からできるというのは、これが限界です。ただ商工観光的な話です

ね。それと香南市の人口ビジョンの中で、外国人をとらえてどこに置くかというふうになってくる

と。それと学校との連携です。学校だけじゃなく企業との連携も含めて、ここに来ると教育もあっ



て、仕事の場所もあるという形の流れがきちんとできあがると、もっと交流人口だけじゃなくて定

住される外国の方もどんどん増えてくるかなというふうに考えております。 

今は、外国の方々が困り事がないかということを一つずつクリアにやっていくようなやり方、寄

り添うやり方をとっておりますが、今後は、私たちではなくて、地域の方々がその話ができるよう

な、仲間づくりという形になりますけれども、地区の集会所を活用したようなやり方に進めていき

たいというふうに考えております。現状としてはこういう形になります。 

 

○猪原こども課長 

こども課の方から報告をさせていただきます。お配りしている資料はございませんので、口頭の

みになります。 

現在、保育所幼稚園の方で、外国籍のある子供さんが入園しているのが、保育所では６家庭七人

で１歳児が四人、２歳児が一人、４歳児が一人、５歳児が一人です。幼稚園では２家庭二人で、４

歳児が一人、５歳児が一人です。それぞれの園での取り組みですが、日本語がわからない子どもさ

んはやはり多いです。小さい子どもは特に視覚的な支援とか、ジェスチャーで伝えるということと、

あと、生涯学習課長も言いましたけど、わかりやすい日本語で伝えるということで、職員の方は対

応させていただいております。園児の方も徐々に日本語が理解できるようになっておりまして、友

達同士で話ができる、先生の言っていることが理解できるようになってきた、自分から話し掛ける

ことができるというふうに徐々にではありますけれど、成長が見られる状態です。 

食事の面で言いますと、やはり宗教などが関係をして、日本の文化、日本がやっている通りに、

なかなかできないところもあります。そういった園児については配膳のミスが起こらないように、

食器の色を変えるとか、ほかの園児より先に渡して待ってもらうとかいうような工夫をしていると

ころです。 

あとは保護者との関わりになるんですが、日本語がわからないお家の方もおられますし、そもそ

も習慣として手紙が手元に来ても見る習慣がないというようなご家庭もあります。お便りについて

は可能な限り英語であるとか、母国語に訳してお渡しをするんですけど、連絡帳についてもローマ

字の日本語で伝えるとか、少しでも日本に馴染んでもらうというところで工夫をしているんですけ

ど、手紙を訳して渡したからわかってくれるだろう、回答が来るだろうと思っていたら、なかなか

そういうふうにならない。締切日とかいうのがちょっとわからないとかいうところもあるので、そ

ういったご家庭についてはお迎えなどに来られた際に、先生がこれはこういうことを書いていて、

こういうことをいつまでにこうしてもらいたいんですよということを、口頭で伝えるということに

しております。 

まずは保育者がその子どもさんの国の文化を理解するということが大事ですし、園での決まりご

と、日本での生活の仕方、ルールというのをお家の方にも子どもさんにも、少しずつ理解をしても

らえるということも大事だと思うので、そういったことは丁寧に伝えていくようにはしています。

場合によっては、翻訳アプリなんかも使いながら、対応をさせてもらっているところですけれど、

子育ての悩みとか生活上の不安というところを、どの程度保育士の方が寄り添えていけるかという

ところは、今後の課題でもあるとは考えております。こども課からは以上です。 

 

○小松学校教育課長 

続きまして学校教育課です。 



外国人の児童生徒に対する取り組みとしては、外国人の子どもたちが生活の基盤を身につけて、

その能力を伸ばせるように、また、未来を切り開けるようにということで、教育の機会を確保する

ということが大事ということで行っています。 

資料の最後にあるんですけど、これは文科省の方から出ています、外国人児童生徒等の教育のた

めの検索ネットということで、日本の文化のこととかが１５の言語に対応していたり、各教科の簡

単な小学校・中学校の教材を、各言語で使えるようなサイトがあります。これを周知して使ってく

ださいと。 

香南市では学校に何名の外国人のお子さんがいるかということですけれども、小学校１年生で一

人、２年生で一人、３年生で一人、４年生で二人ということで、五人になります。全員日本語はし

ゃべれて対応でき、すごく堪能ではないですけど日本語は通じるということです。外国人児童が登

校しているある小学校では、生活学習支援員がサポートをしてくれているというような状況です。 

こども課からもありましたが、来年度、新しく入学するお子さんの中で、なかなか日本語もわか

りにくい、しゃべれないというお子さんもいるというようなことで、そういう方がまた出てきたら、

対応を今後考えていかなきゃいけないと。高知県の教員加配の中で、日本語教育のための加配とい

うのがあり、それに手を挙げているんですけれども、これが外国人のお子さん１８人に対して教員

一人というようなことがあるのでなかなかハードルが高い。一応手を挙げてということはしている

ところです。 

先ほど、こども課からもありました、小学生の方ではやはり大切なお知らせや確認したいことは、

英語や日本語、絵や写真などを使用しながら、保護者の方には説明をしているということです。特

に先ほどもありました食事のこと、文化によって違うということには、丁寧に説明してるというこ

とです。 

あと、ＩＣＴを活用した教育の支援ということで、タブレットなんかで支援しながらわかりやす

いようにということで対応しているところです。そのお子さんに沿った、興味あることで、写真と

か具体物を元に、あいうえおとか日本語を教えるというようなことで、工夫しながら対応している

ということです。ＩＣＴの方では「すぐーる」という連絡システムを今導入してるんですけども、

これも１３語の言語に対応してるので、そういうことをお知らせしています。日本語の翻訳ソフト

というのが、ニュアンスが十分に伝わらないというようなことがあり、やはり長い文章なんかは難

しいということで、保護者さんに直接説明するということが必要になってくると。そこは丁寧に対

応しているところです。以上です。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。それでは市長のほうから。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。 

本当にそれぞれ今できることをやっていただいて、私も今回取り上げたのは、香南市内で様々な

産業の方々とお会いして人員不足というのがやはり深刻でして、その中で外国人と技能実習生であ

ったり、これから制度が変わっていったりする中で外国人材というのが非常に求められている。そ

の中で、来てもらった時に、実際地域とどうやって結びついていくかということがやはり大事だと

思いますし、そこでネガティブな話になってしまいますとそれ自体が壊れてしまいますので、そこ



は先ほどの生涯学習課長の説明通り、地域と結びつけるようにやっていただいて非常によかったな

と思います。子どもたちもやはり難しいところがあり、こども課長の言った、子どもたちのことを

見守るとかは保育士さんの仕事ですけど、保護者のお母さんやお父さんの様々な相談に対するとい

うところを保育士さんがというのはなかなか、それは専門の領域ではないので、とても難しいでし

ょうけど。 

これは多分、香南市だけの悩みではなくて、高知県みたいな人口がどんどん減ってる中において

は、すごく大事なことなんで、そういうことを取り組んでもらいたいなと思って今回議題にあげて、

特に保幼と学校の子どもたちがどういう状況かなと思ったら、今のところはそうやって取り組んで

もらえてよかったなと思います。委員の皆様いかがでしょう。 

 

○北村総務課長 

ご意見等ございましたらお願いいたします。 

 

○入野教育長 

現状、今、それぞれの課長が申し上げたとおりだと思うんですけど、今後やはり多分増えていく

可能性が高い。先ほど学校教育課長からもありましたように、（小学校に）入ってきて、日本語がそ

こそこできたらいいんですけども、なかなか厳しい子どもさんにどう支援していくか。小さい子ど

もさんが長期間おればおるほど、日本語を教えるというよりも、どちらかというと友達関係の中で、

日常会話は身についていくと思うんです。ところがやはり学習をさせるにおいて、教科指導とか専

門的なものについては、やはり日本語指導が必要になってこようかというふうに思います。 

現状では、ある一定まとまった人数がおらんと、そういう日本語指導の教員がつきにくいし、そ

れからこの教員も加配制度になりますので、今の教員不足の中で、そのまま加配教員をつけてくれ

るかどうか、なかなかそれは見通しが厳しいところもあるし。場合によっては、２０人以上の外国

籍の小学生なり中学生がまとまって入ったきた場合は、それぞれ住む地域はわかれちゅうかもしれ

ないんですけど、香南市はそれほど広くありませんので、ひょっとすると特任制度なんかを拡大し

て、どこかの学校を終えて、そこへ来てもろうて、そこに日本語指導の教員を配置していただいて、

今の特別支援学級のように通常学級でやる教科と、一部の授業については日本語指導という形で、

子どもにもよりけりですけども、そんな形で実施していくような日が来るんじゃないかなというふ

うな、思いを今しています。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

教育長からも方向みたいなところもお話があったところですが、委員の皆様、ご意見等ございま

すか。 

 

○百田委員 

子どもたちに関しては、もう教育長のおっしゃるとおり。技能実習生で、私の民生委員の担当で

約２０人ぐらい外国の方がいて、その人達とのコミュニケーションは、受け入れている方というか

地域との連携という話も出てますけど、２年で交代するので知り合ったらまた別の人が来るという

形の中で、どういうふうな方法でやっていったらいいのかなあと。 



実習生が来られる前に、日本語なり日本の文化を勉強はされてますけど、たまに自転車で、小さ

な接触があったり、右側を走りゆうとか、最近になってヘルメットに関しても受け入れている方に

言わないといけないかなあとも思っておりますんで、なかなかその技能実習生の外国籍の方とのコ

ミュニケーションの仕方は、また別の意味で難しさがあるんじゃないかなと自分は思ってます。 

 

○森本委員 

先ほどの百田委員もおっしゃられてるように学校の方は先生方がいろいろ考えて、保育士さんた

ちも一生懸命考えてやられておられて、これからいい方向性に向かっていくんじゃないかと私も思

います。そう願いたいです。 

あと、にほんごサロンなんですが、この数を見ると、ちょっと少ないところと多いところがある

のが。たまたまということもありますけど、１年経ったということで、多分、何となく見えてくる

ものがあるんじゃないかと思いますが。最初はサロンということで始まったので、いろんなことを

１年間やってみたということだと思うんですけれども。百田委員のお話も伺って、外国人で住まれ

てる方から、日本語を学びたいと思っている部分と、それと生活に必要なことを学びたいと思って

るんじゃないかと思いまして、これからそういったたくさんの方に参加して、まず知り合いになる

という意味でいうと、皆さんのニーズが、多分そういうところにあるんじゃないかなと推測します

ので、この間の日本語教室、実はうちの家族も行かしていただいたんですけれども、日本語の検定

の教科書を使って学ぶことができて、すごく喜んで帰ってきましたので、継続的に続けていくと、

継続的に来てくれる方もだんだん増えていくんじゃないかなと思いました。 

 

○山崎生涯学習課長 

そのお話なんですけども、すごく悩むところがありまして。日本語検定をとらせるために私たち

が教育的にする場所なのかというところもあります。生涯学習課の人権教育の立場として日本語教

育をするという話というのは、取っ掛かりとしていろんなことを学ぶためには今、そういうことを

試し期間としてさせていただいてます。高知県内でも、日本語教室ということでやられている団体

さんがたくさんおられます。夜須の方でも、個人的に教えられてる方もいらっしゃって、そういう

ところがあれば、そちらにお願いすることも考えてます。今、南国の国際交流協会というところは、

日本語をきちんと学んでいくレベルに合わせた教育もしてますので、そちらにお願いするのか。生

涯学習課として日本語を学ぶというところをやってしまうと、それを生業にしてる方もいらっしゃ

るので、そことの兼ね合いがあるので、取っ掛かりはやりたいと。最初の初期的な。そこからつな

げていくということもちょっと考えています。 

どちらかというと、支援をしていくというか、いろんな方の考え方を聞いて、解決できることは

解決しながら、解決できないところは一緒に話し合っていくということを、この中ではしていきた

いなというふうには思ってます。以上です。 

 

○北村総務課長 

いろいろご意見あると思いますが、外国人児童生徒に対する取り組みというところで、ご意見い

ただいたらと思います。他にございませんでしょうか。よろしいですか。 

そしたら、三つ目の議題へ移らせていただきます。市長の方から。 

 



○濱田市長 

この夏休みのプール開放なんですけど、これはここで答えを出すとかそういう問題ではないです。

県下的にもですし、香南市でも、こども議会で子どもの議員さんから、プール開放をしてもらいた

いという話がありました。 

でも実際問題、高知市で以前不幸な事故がありまして、一人お亡くなりになったということで、

あれを目の当たりにしますと、誰しもその重さを背負うというのが難しいんじゃないかなというの

もある中で。それと、夏の暑さというのが余りにも異常になっていますので、果たして開放して健

康的なのかと。昔のように健康的に、色が真っ黒になって元気でいいというような時代でも、もう

なくなりつつあるのかなというふうな中において、そういう課題があるということを、こども議会

でもありましたし、私自身も日頃、様々な保護者だったり子どもさんからも直接聞くこともあって。

そういうプール開放について委員の教育委員の皆さんと、どういうふうにお考えなのかというのを、

ちょっと聞けたらなと思って取り上げさせていただいたんですけど。そこのところは、いかがでし

ょうか。 

 

○亀川委員 

昔はＰＴＡと学校が子どもたちのためにということで、ボランティアで監視をしていた流れの中

で、高知市の事故があってから、そしたら、いざというときにはどこが責任持つんだということか

ら、ＰＴＡとしてはなかなかそこまでは責任持てない、そしたらもう一旦見送ってというところに

来ていると思うんですよ。それを今度は市が、教育委員会が何らかの手だてをしながら、今度は市

が主催となって、子どもたちにそういう機会を与えていくかどうかというところで。そこの動きの

中で、当然その子どもたちには、特に小学生にはやはり泳がせてあげたいし、命を守るだけの水泳

の力をつけさせてあげたいというぐらいは、当然皆さん持たれてると。私もそうですし、何とか知

恵を絞ってというところだと思うんですけども。それこそ安全第一というところも考えなければい

けないし、それからやはり財政面で、高知市がこの間新聞に出ていましたけども、学校のプールと

市のプールと両方なんていう話はとてもじゃないけど財政的に無理だと。そしたら、香南市として

はどうするのかというところで、そう簡単に結論が出る問題ではないと思います。 

市のプールを作るのであれば、各学校のプールをどうしていくのかとか。そういうところをトー

タルで考えて、方針を出すべきことじゃないかなと思います。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございます。 

 

○百田委員 

似たような意見になりますが。夏休みのプール開放は健康増進と体力向上が目的という中ですの

で、現状の把握、ニーズの把握から始めて、市Ｐなりに投げかけている。泳がせたいけどどうかな

というのは、保護者が一番迷ってると思いますんで、そういったところでもお話を聞いて、それと、

学校等規模適正化で集約なり、統廃合なりになると思います。それも含めて、考えていただいたら

なと思います。 

 

 



○北村総務課長 

他にご意見等ございませんでしょうか。教育長の方は。 

 

○入野教育長 

こども議会とかそれから議会の一般質問等でもこれが出てきているわけですが、教育委員会とし

ては、結局、前のような形で何とか日数を減らして、あるいは安全管理ができる形で運営ができん

か検討はしてくださいと言って、学校には一定お願いしている。ＰＴＡの方も、昨今のそういう事

情からすると、いろんな安全管理の面からそこを踏みきっていくということが、やはり非常に躊躇

するというふうに思います。 

それから安全管理だけではなくて、その健康管理面でも先ほど言われましたように、近年ものす

ごい暑さで、５年前に私が学校現場におった時でさえ、７月末に水温が余りにも上がって水泳の授

業を中止した日がありました。それぐらいのような暑さになってきていますので、ひょっとすると

もうこの夏休みのプール以前に、学校のプールの授業そのものも大きく見直したり、場合によって

は、プールの上に屋根みたいなものが必要なような状況になってくるかもわからないという、そん

な気候の変動もございます。 

最終的にはそういう財政のことも大きく絡んでくることですけども、これは一つの案でなかなか

いかんのじゃないかな。けど、保護者の方とか、子どもたちはやはり泳ぎたいであろうし、そうし

たところをどういうふうに確保していくかというのは、はっきりと今、これがいいという案がなか

なか出ないような状況ですが、とにかく今は市長が答えたように、今泳げるところとか、いろんな

ところを最大限活用しながら、その中で案が出てきた時に見通しとしてできるものがあればという

ところじゃないかというふうに考えているところです。本当にもう全然答えにも何もなっていない

んですけど、今、現状はそういうところです。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

現状のご報告いただいたところですが、そういったところでよろしいでしょうか。 

 

○濱田市長 

生涯学習課長。 

 

○山崎生涯学習課長 

生涯学習施設の中でプールがあるかないかという話になってきますと、以前は、野市町にもあり

ましたし、県立青少年センターにもありました。皆さんが使ってくださいというプールがあって、

なくなった理由というのは利用者がだんだんいなくなったということと管理の問題があります。こ

ういう話になりますと、議員の方からも個別で何とか一つ作ってくれるかという話も上がってきて

いるのは事実です。 

後ろ（のスクリーン）を見ていただいたらいいんですけども、越知中学校は今年プール開放をして

おります。屋内プールという形で一般開放を７月２３日から８月２０日まで。体育館の１階部分に

プールがあります。 

 



○濱田市長 

町営？ 

 

○山崎生涯学習課長 

はい、町営です。町営のこれは中学校のプールです。中学校のプールで、夏休みは無料開放しま

す、一般開放しますという形にしております。そして、軒の部分を使って増築をして、低学年用の

プールもあるという形で。基本的には低学年については保護者同伴でお願いしますとか、結構規制

はあるんですけども、ここで監視員がいっぱいいるという話ではないんですね。利用者さんが考え

なさいという形で、利用されている施設になっています。ここ（スクリーンの写真）を見ていただい

て、監視員が誰もいませんよね。 

ですから、これは生涯学習課の考え方ですけども、実際、学校教育課としては子どもの安心安全

を守らないかんということで、いろんな決め事をたくさんしています。それを１回決めてしまうと、

それを何とかクリアしないといけないと。越知町の例でいきますと、もう自分たちの責任ですよと

いうことをある程度言いながら、実際には人がいないわけではないんです。上のところで何人か人

はいるんですけども、見守るという形はありながらの、規制をどこまで緩和していくか。これ１回

もう作ったら難しいです。 

ですから、今後はどこか一つプールを作ってという話になると、私たちが考えるとしたら、体育

館を作るときに、例えば、総合体育館はすごく天井が高いですよね。例えば１階は道場があって、

２階は体育館があったらいいとかという案の中に、１階はプールがあって、２階は体育館があれば

いいという話になってきたり。複合的な施設としてどこか一つという話は、この公共施設マネジメ

ントの中で、色々なものを壊しながら新しいものを作っていくという話なので、考えていくべきな

のかと。 

そうなったときに、教育長が言われるように、暑くて夏場はほとんどプールが使えない状態とな

ると、プールの時期を例えば９月、１０月、１１月にずらしていって、それでも、そのプールとい

うものを授業として行っていくかという観点も入れながらの、百田委員の言うように、教育の中と

いうか、体力向上の中という話のように、ある程度水泳も必要だということであれば、１カ所は何

かを考えるかというふうになってくると思います。 

どこもが否定的になると、どこもできなくなるので、越知町みたいに開放しますというふうにや

るというのは、英断というか勇気のある決断だったと思います。やめるのは簡単なんですけどね。

何とかして実施できるような方法をとっていくように、というふうには思います。これは学校教育

の中では、ある程度決まり事がたくさんあるので、そことはちょっとリンクしないやり方で考えて

いくのかなというふうに少し考えています。 

ただし、作りますと言ってるわけではないです。以上です。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。 

公共施設等マネジメントでやっていますし、その中で一定そういう案も出てくるんじゃないかな

と思います。ただ、この難しいところは、越知町は広いといえども一つの「越知町」でやっていま

すから。我々は、くしくも五つのまちの構成があって、これから公共施設のマネジメントで各町に

ではなく市として幾つ、どこに要るということを考えましょうというところなので、その中に、先



ほどの複合的に案というその要望は確実にありますので、そこはいろんな意見を拾い上げて、すぐ

に答えは出ませんけど、そういう一つの案だと私も思いますし、私も１回止めてしまうと復活する

のは非常に難しいというのがありますので。そういったところも全体として考えていきたいなと思

います。ありがとうございます。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。 

それではこの三つ目の議事になります夏休みのプール開放については、以上でよろしいでしょう

か。ありがとうございました。 

そしたら四つ目の議事に移らせていただきます。香南市学校等の規模適正化等についてというこ

とで、説明はございますか。お願いします。 

 

○門脇教育次長 

それでは、香南市学校等の規模適正化等について、本年１０月に香南市学校等の規模適正化等基

本方針を策定いたしましたので、ここで少しご報告させていただきます。 

全国的に過疎化少子化が進む中、本市においても、複式学級や１学年１学級の学校が多くなって

きていることなどから、今回のことになっております。小規模校の良さはもちろんありますけれど

も、子どもたちの多様な考え方や価値感に出会う機会が減るということ、また、クラブ活動が限定

されることなど、子どもが自分を発揮できる機会が少なくなることが懸念をされております。また、

職員配置の少ない小規模校教員の負担の増なども近年課題となっております。 

そういったことから、令和２年３月に外部委員を入れた学校等の規模適正化等検討委員会からの

答申を受け、この１０月に規模適正化等基本方針を策定をいたしました。方針につきましては、今

までにもご説明したこともありますので、お手元の資料でご確認をいただけたらと思います。 

現在は、方針を策定しました後、保幼小中学校のＰＴＡの役員さんや、学校運営協議会、評議委

員会などへ説明に伺い、意見をいただいているところです。また各地区のまちづくり協議会長が集

まるまちづくり評議会での説明も行いました。現時点ではまだ代表の方にのみ説明をしている状態

なので、これからその代表の方などの意見を聞きながら、保護者、また地域住民の方への説明会や

意見を聞く機会を設けていくところです。こういった意見をいただきながら、現在の予定では、令

和６年３月頃に具体的な再編例をいくつか示していきたいと考えております。その、たたき台をも

とにして、皆様からまたご意見をいただき、１年ぐらいかけて再編計画に取りまとめていきたいと

いうふうに予定をしております。こちらからの説明は以上です。 

 

○北村総務課長 

ありがとうございました。市長の方から。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。 

これは教育委員会で決定されたということで、それはもう承知しております。そんな、本当に様々

なご意見、市民の方も含めて、一人一人違うんじゃないかなと思いますし、当然難しい課題であり

ますが、こういった基本方針まで、ようやくというか、たどり着いて、私自身はこちらの側におり



ますので、この方針というものに対して直接どうこう言えるものではありませんが、方針までたど

り着いてくださったことに対して本当に感謝申し上げたいと思います。まさにこれから様々なご意

見、公共施設のマネジメントも同じでありますけど、ここからどのように、それぞれの地域の市民

の皆様に理解を得られるかということが、大切なことだと思います。先ほど次長が言ったように、

とにかくこれができてこれから作っていくという作業でありますので、私はこれについて案がどう

のこうのというのは持ち合わせておりませんが、この方針ができたことをこの総合教育会議で話す

ということ自体に意味があるんじゃないかと思いまして、取り上げさせていただきました。 

また、主に教育長そして教育委員の皆さんには、これから様々なご意見等を、地域からそして保

護者から受けられると思いますが、方針というものがありますのでそれに則って対応していただき

たいですし、その後、市長部局としても、最終的には私も一緒になってお話をし、どのような形で

携われるかというのはまだこれからのことだと思いますけど、この場で意思をもう一度統一したか

ったなと思いましたので、議事に上げさせていただいたところです。私からは特段これについて細

かい話はありませんが、よろしくお願いします。 

 

○北村総務課長 

 入野教育長どうぞ。 

 

○入野教育長 

この件につきましては、この方針が決まって現在、それぞれの保幼小中の保護者会、それからＰ

ＴＡの役員会、学校運営協議会、まちづくり協議会の方は全体の会にこの前行きまして、これから

それぞれの地域の方へ回っていくというような、学校の方もまだ全部回っておりませんけれどもそ

んな状況の進捗です。今回る中でも、いかにそれぞれの学校に対する、これは学校の規模の大小に

かかわらず、自分が育った学校に対する思いとか、自分の住んでいる地域を大事にしたいという気

持ちが、もう本当にひしひしと伝わってまいります。 

人口も減らず、それから震災も来ずということであれば、いつまでもこういう状況を残していく

のが一番良いことですけれども、やはりこの方針のもとになっている検討委員会から答申に書かれ

ている通り、これは今のそういう現状に即して、最終的には子どもたちにとって学校の規模の少子

化による不利益が出たり、いつかはくるであろう南海トラフ地震のことを考えて、そんな形で今話

をしているところですが、地域の方の地域に対する思いが本当に強いなという、そういう思いを感

じております。 

これから回数を重ねていって、いろんなことをやりとりする中で、この方針に従って我々もいろ

いろな提案もしていきますけども、もっとさらにいいアイディアであったりとか、いろいろな提案

もいただけるんじゃないかなというふうに思います。そういうのを重ねていかなければならないか

なと思います。 

 

○濱田市長 

ありがとうございます。 

 

○北村総務課長 

教育委員さんの方から、市長の方に何かございましたら。 



 

○百田委員 

迅速丁寧、天下安全いう言葉で、スピード感を持って、丁寧に、いろいろあろうと思いますけど、

こどもまんなか社会と市長も言われていますので、やはりその辺も中心にして、できるだけ早く実

際に動き出すようにということ。それと、今月号の広報で載っていた地震臨時情報が出た時にどの

ような保幼小中の動きをするか、地域住民にどのように知らせていくか、プラス本震があって、そ

れから１ヶ月後、１年後までを、もう少し丁寧に学校なりにも示していかないといけない。現在、

緊急地震速報が鳴って、地震がくるまでに机の下に入りなさい、避難するまでの訓練ばかりで。も

っと長いスパンの、図上訓練になろうと思いますけれども、担当課が防災対策課になるのか、その

辺までやっていただいたらいいかなと思います。 

 

○北村総務課長 

他にございませんでしょうか。よろしいですか。 

 

○濱田市長 

先ほどの地震も震度３だったというふうに、ニュースで出ました。本当にいつ来るかわかりませ

んので。そういうことは常に、百田さんの言う通り、考えていきたいと思います。 

 

○北村総務課長 

香南市学校等の規模適正化等についての議事につきましては、以上でよろしいでしょうか。 

五つ目その他を設けておりますが、事務局としては特に準備しておりません。委員さんの方で何

かございましたらお願いしたいと思いますが、ございますでしょうか。 

 

○百田委員 

これというわけじゃないですけど、いいですか。 

 

○北村総務課長 

どうぞ。 

 

○百田委員 

市長が先ほど、開会の挨拶でも述べましたけど、市長になられて１年１０ヶ月ですかね。今回が

２回目※３で、なかなかお忙しいんだと思いますし、市長と教育長は連絡をとりながら、意思疎通は

図られておると思いますし、この会議の目的が、双方が連携して効果的に教育行政をやっていこう

という中で、設置要綱には年に何回開催しろとかいう項目もありませんけれども。１年１０ヶ月で

２回目ということに関して、市長はどのようにお考えになってるかなあと。 

※３：実際は３回目 

 

○濱田市長 

正直、本当に少ないというか、もっと個人的にはできたらなと思いますし、これから回数を増や

せたらなと。なかなか他の予定が入ってしまうというのはありますけど、先ほどお話させてもらっ



た今回この四つの議題の通り、私の方から話したいことというのは、日々たくさんありますので、

それをどうやって、あまりしょっちゅうやるようなもんでもないというのも承知してますし、先ほ

どのにじいろのまち宣言のことなんか特に、時間を置くことじゃないというふうなことを感じてい

ます。 

やはり適宜、せっかくこの機会がありますので、これからも、積極的にもっと増やしていきたい

と思いますので。どうぞご協力お願いいたします。 

 

○北村総務課長 

補足しますと、開催が豪雨で１回流れたというのもございますので、市長の方から議事がこうい

った形で出ましたら、適宜開催をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

そしたら、ご協力いただきましてありがとうございました。 

以上をもちまして、令和５年第１回の香南市総合教育会議を終了させていただきます。どうもあ

りがとうございました。 


